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１．研究計画の概要 

（１）テキスト・資料、政治性研究 

 ①清朝宮廷演劇の主要な大戯作品内容と伝

存テキストの全貌、及び文学史・芸能史上の流

れを明らかにする。 

 ②国家事業としての宮廷演劇が持つ政治性を

明らかにする。 

（２）文化・社会史的影響研究 

 ①清朝宮廷演劇資料の整理と出版に反映す

る中国の近現代政治史的動向を明らかにする。 

 ②清朝宮廷演劇が、地方演劇形成に与えた

影響を導き出す。 

 ③外国使節が宮廷演劇をいかに理解したかを

明らかにする。 

（３）中国社会の特性研究 

 ①中国人の意識構造や社会秩序などに宮廷

演劇文化が果たした役割を検証し、清帝国以降

の中国の性格を明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）連台大戯研究：（A）班 

昇平宝筏・楚漢春秋・鼎峙春秋・昭代簫韶・如

意宝冊・混元盒について、大要の把握とその要

約集に向けての作業が進み、明代の出典の依

拠状況も一部を除いて判明した。テキストの調

査では、中国・台湾・日本での残存状況と異本

が明らかになった。 

（２）節戯・昇平署研究：（B）班 

節戯は、宮廷政治と関係が深い九九大慶に含

まれる作品群の内容分析が行なわれ、四海昇

平などのテキスト調査が北京の諸機関を中心に

進行している。清代乾隆朝及び道光朝を代表す

る内府鈔本テキストを影印出版した。 

（３）内府出版システム研究：（C）班 

中国・日本・ロシア・アメリカ・韓国・台湾で内府

本調査を実施した結果、連台大戯・節戯のテキ

ストの他、サンクト・ペテルブルグ大で未見の中

国小説・戯曲の所蔵が判明した。また、ドイツで

全像金字西遊記を発見し、明清内廷鈔本の特

徴が判明した。 

（４）中国演劇資料研究：（D）班 

宮廷劇本を収めた古本戯曲叢刊九集の刊行が、

後の文化大革命の引き金になったことが判明し

た。 

（５）清朝政治社会史研究（E）班 

清朝前期の八旗体制下、内務府や包衣の政治

的な位置づけ、南府・昇平署の官庁としての性

格が鮮明化されたことで、儀式としての宮廷演

劇の作品分析に指針が与えられた。 

（６）次代に研究をつなげる組織として、若手グ

ループ班を設け、連台大戯及び清朝国内外の

政治・社会的関係をめぐる研究を加えた。 

（７）研究成果は、国内・国際会議での口頭発表、

単行本の出版、ニューズレター、ホームページ

等を通して、逐次公表している。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

（理由） 

（１）宮廷演劇の中心である連台大戯は当初に

加えてほぼすべてが研究され、その作品の要約

と異本の研究が本年度にまとめられる。 

（２）節戯の解明と清朝儀礼との関係が明確にさ

れ、テキスト伝存状況の把握が進んだ。 

（３）北京故宮博物院と共同で、未公開の宮廷演

劇本の調査によるデータ収集と公開事業を実施
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する段階に入った。 

（４）進捗状況調査による助言を得て、中国地方

演劇及び周辺諸国への影響については、研究

者の協力を仰ぐこととし、その成果からベトナム・

琉球王国・朝鮮王朝が清朝宮廷演劇文化を摂

取していることが判明した。 

（５）地方劇への影響については、新たな分担者

による京劇形成史の分析が進みつつある。 

当初の計画とは変更があるものの、修正後の研

究計画は順調に進んでいる。 

 

４．今後の研究の推進方策 

（１）宮廷演劇の劇本を朝代ごと書誌的に分類し、

康熙期の鈔本、乾隆朝による五色刊本・四色鈔

本、嘉慶帝によるテキスト校閲、道光帝の二色

刊本出版、在京劇団の内廷出仕による民間テキ

ストの流入という時代的変遷を踏まえて、宮廷演

劇本の出版文化史上での定義づけを行なう。そ

して、代表的テキスト・資料の複印による研究基

盤の確立を果たす。 

（２）中国・ドイツ・フランス・イタリア・イギリス及び

東欧における清朝宮廷演劇テキスト及び中国小

説等関連資料の調査によるデータの収集とテキ

スト・作品研究を深化させる。 

（３）連台大戯・節戯の各作品の大要を通して、

宮廷演劇作品の特色、とりわけ儀礼としての面

を明らかにする。 

（４）宮廷演劇作品が北京の地方劇団・俳優の

活動に与えた影響を分析する。同時に、若手研

究者・院生を指導して当初計画以外の連台大

戯作品、士大夫の演劇活動、太平天国の演劇

文化、琉球王朝の演劇文化等を解明する。 

（５）研究会・国際研究集会を通して研究レベル

を上げるとともに、国内外の研究状況を把握し、

シンポジウムにより宮廷演劇が持つ特色、政治

性、文化史上の影響を明確化する。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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